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2015年9月国連総会で採択
2030年までに達成すべき17の持続可能な開発目標
今年はもう2020年



気候変動と国家間、国内的に広がる不平等の影響により、持続可能
な開発アジェンダに関する前進が損なわれ、過去10年間で人々の生
活を改善してきた多くの進歩が逆転するおそれが出ている



















日本 11位（2017）→ 15位（2018）
→ 15位（2019）

世界のSDGs達成度ランキング



SDGsアクションプラン2019

地域創生
女性及び
次世代による推進

民間企業
による取り組み



日本の最大課題

「女性国会議員の数の少なさ」、「男女の賃金格差」、「全エネルギー消費の
うち再生可能エネルギーが占める割合」、「パルマ比率」、「電気電子機器廃
棄物の量」、「エネルギー関連のCO2排出量」、「車両以外の機器に使われる
エネルギーから出る炭素比」、「水産資源の乱用」等

ジェンダー

つくる責任 気候変動
パートナー
シップ



SDGsの企業浸透



SDGsとESG

ESG
SDGs

プロセス
ゴール

SDGs達成に貢献するために
意思決定のプロセスとしてESGを考える



企業を評価する２つの視点

・売上
・利益率
・成⾧率等

財務情報 非財務情報

・ESG

筋肉 内臓

参考：「SDGsパートナーズ」分析

見た目が優れていても、内臓の悪い
企業は⾧期的には生き残れない



日本企業はROE（収益率）では欧米企業と大差ないが
ESG（ブランド力）で大きな後れを取っている
→これからの企業成⾧にとっての大きな武器となる

ROESG

日本経済新聞分析 2019.08

ROE（自己資本利益率）× ESGで総合的に企業を評価

１位 ノボノルディスク
～ 56位 花王



SDGsの企業戦略にとっての意味

１. SDGsは、企業理念、Visionを支え、パーパス
規定に繋がる

■ SDGsへの貢献は今後の企業にとって「必ず来る未来」と
もいえる。

■ ⾧期的視野で見たときの企業の存在価値を規定する拠り所
となる



SDGsの企業戦略にとっての意味

２. SDGsはCSVを推進する

■ SDGsは「奉仕や貢献」だけではなく、事業活動を加速させ
る、新しい事業を生む「企業としての成⾧エンジン」となる

■ CSRはSDGsの一部という位置づけ



SDGsの企業戦略にとっての意味

３. SDGsは、他者との共創、協業を生み出す

■ SDGs展開を行政、他企業、教育機関等、そして地元の
生活者と協業することで、相乗効果が発揮され、新しい
ネットワークも形成される

■ 知識、技術、設備、製品等の共有としてのシェアリング
エコノミーの推進に繋がる



調査概要

調査時期 ２０１９年１２月

調査手法 インターネット調査
＊アンケートモニター登録者からの無作為抽出

調査対象者 15～69歳 男女
2000サンプル

調査エリア 九州7県、東京



ＳＤＧｓとのコトバの認知は、４人に１人。
九州では浸透途上の段階で、まだ浸透がすすむと想定される。

九州でＳＤＧｓはどのぐらい知られているのか？
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8.1

14.0

75.3

内容まで詳しく知っている

だいたいの内容を知っている

言葉だけ知っている

知らない

6.8

14.8

15.6
62.8

〔東京〕

知っている計
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知っている計

37％



三番目に、「企業の取り組み」が挙がる。

認知者は、ＳＤＧｓについて何を知っているのか？

持続可能な開発目標であること

国連サミットで採択された、2030年までの国際社会の共通目標であること

様々な企業が取り組み始め、その活動を表明している

SDGsは発展途上国のみならず，先進国自身が取り組むユニバーサル（普遍的）なものであること

持続可能な世界を実現するための17のゴール・169のターゲットから構成されてること

教育現場でも取り入れられている

市区町村といった単位での行政での取り組みも活発になってきている

日本でも2016年に、内閣が持続可能な開発目標（SDGs）推進本部を立ち上げていること

日本の国家戦略としてSDGs実施指針を決定していること

SDGs達成に向けた日本がアフリカに、官民連携による約300億ドルのアフリカの未来への投資を行うこと

あてはまるものはない
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ＳＤＧｓを知らない人を含め、九州の４割以上が「取り組みたい」

ＳＤＧｓ説明後 の 九州生活者 のＳＤＧｓへの取り組み意向

15.9 26.9 37.7 7.0 12.6

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

取り組みたい やや取り組みたい どちらでもない
あまり

取り組みたくない
取り組みたくない

ポジ計43％



若年層、女性層で高い。男性壮年が低い。

ＳＤＧｓへの取り組み意向

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0 80.0 90.0 100.0

九州 男性10代
九州 男性20代
九州 男性30代
九州 男性40代
九州 男性50代
九州 男性60代
九州 女性10代
九州 女性20代
九州 女性30代
九州 女性40代
九州 女性50代
九州 女性60代

取り組みたい やや取り組みたい どちらでもない あまり取り組みたくない： 取り組みたくない



九州の半分の人が「自分ごと」と考えている。

九州の人たちのＳＤＧｓへの態度

9.3 41.0 36.7 13.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

Ａ.
SDGsは
「自分ごと」で
ある

Ｂ.
SDGsは「他人ごと」
である

Ａより ややＡより ややＢより Ｂより

計50％



九州の半分以上の人が、
建前ではなく「本音で向き合いたい」と考える。

九州の人たちのＳＤＧｓへの態度

10.0 46.7 34.5 8.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

Ａ.
SDGsには
「本音」で
向き合いたい

Ｂ.
SDGsに向き合う
のは
「建前」である

Ａより ややＡより ややＢより Ｂより

計57％

-



なぜなら、九州の半分以上の人が、
「ＳＤＧｓは暮らしに身近なこと」と感じている

ため。

九州の人たちのＳＤＧｓへの態度

9.3 36.9 43.9 9.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

Ａ.
SDGsは
「暮らしには縁遠い」
と感じている

Ｂ.
SDGsは
「暮らしに身近
だ」と感じている

Ａより ややＡより ややＢより Ｂより

計54％



ＳＤＧｓへの取り組みは、投資や消費、居住地に影響する。

ＳＤＧｓの影響

60.7
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60.9

59.2

47.2

47.3

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0

5.このような考え方に取り組む企業に、好感を持つ

6.このような考え方に取り組む企業に、信頼感を抱く

7.このような考え方に取り組む企業の商品を購入したいと…

8.このような考え方に取り組む企業の商品に投資したいと…

9.このような考え方に取り組む企業に就職したいと思う

10.このような考え方に取り組む地域に、好感を持つ

11.このような考え方に取り組む地域は、魅力的だと思う

12.このような考え方に取り組む地域に、住んでみたいと思う

13.このような考え方に取り組む地域を、支援したいと思う n=1750



ＳＤＧｓ取組意向層では、2割増でも選ばれる

ＳＤＧｓ取組みの価値評価

あなたが購入しようとしている
1万円の商品・サービス

ＳＤＧｓ取組み企業の
同じ内容の商品・サービス

Ｑ.あなたは、いくらまでならば
納得してその商品・サービスを
買いますか。

Ａ. ＳＤＧｓ取組み意向層 ¥12,028



九州は、ＳＤＧｓで他をリードする存在へ。

九州のＳＤＧｓ取り組みへの期待

35.3 32.6 19.6 12.5

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

他の地域をリードする存在であってほしい 他の地域と同じくらいでよい

他の地域に遅れを取らない程度に取り組んでほしい 他の地域よりも遅れて取り組んでも良い

Q.「SDGs」への取り組みについて、九州はどうあってほしいですか？

東京23.2％



４.九州しあわせ共創ラボと
九州SDGsデザインネット
ワーク



■ 2016年９月発足。 博報堂九州支社が運営

■ マーケティング、制作、営業、媒体、ＨＰ
のクロスファンクションチーム

■ 九州の生活者の意識を把握すると共に、これからの時代の
「しあわせに繋がるアイデア」を、九州のプレイヤー（企業、媒
体社、行政、自治体、大学、団体等）と共に発想し、実現する
ことで、九州をさらに活性化していくための活動体

（シンク＆アクトラボ）

「九州しあわせ共創ラボ」とは



九州大学と共にSDGsフォーラム、アワード開催



「九州SDGsデザインネットワーク」運営
2019年12月20日現在：会員数 121名

ネットワーク会員の協業、共創の場「九州SDGsデザイン会議」の開催



「シェアリングエコノミー」と「共創」

5つのシェアサービス

空間
スキル
（技術、知識）

モノ
（商品、設備）

移動お金

共創 ⇒ テーマ：SDGs



九州におけるSDGsの社会実装化を
みなさんの共創

（技術、知識、設備、製品等の共有）
によって

推進していきましょう。


